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検討会の位置づけ

適正利用・エコツーリズム検討会議

構成員：関係行政機関 関係民間団体 専門家

知床五湖についての会議

カムイ カ湯の滝に い構成員：関係行政機関、関係民間団体、専門家

議題：知床世界自然遺産地域の利用に関する基本的
な方針の検討（エコツーリズム戦略の策定など）

適正利用 リズム検討会議

・エコツーリズム戦略に反映
・検討結果を報告

・必要に応じ助言
・全体方針との整合性の確保

カムイワッカ湯の滝について
の会議

マイカー規制についての会議

知床国立公園ウトロ海域における海鳥の保護と
持続可能な海域利用検討会

構成員：ウトロ海域に関係する団体/機関等
議題：ウトロ海域の利用に関すること

適正利用・エコツーリズム検討会議
羅臼湖個別会合

目的・目標

・ 世界遺産地域の海域の価値を高める

・ エコツーリズム戦略の策定を視野に入れたモデルケースコツ リズム戦略の策定を視野に入れたモデルケ ス

①多様な野生生物を含む原生的な自然環境を後世に引き継ぐ

②利用者により良い自然体験を提供

③地域経済の発展の促進

○ ウトロ海域を利用する人間と海鳥の双方にとって好ましい状態の創出
（Win-Winの関係）

○ ウトロ海域を利用する全ての関係者それぞれにとって好ましい状態の創出
（Win-Win-Win-・・・の関係）
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知床岬

ウトロ海域検討対象海域

検討対象海域

カムイワッカ

ウトロ海域検討

重点海域

ルシャ川

3

フレペの滝

連山

羅臼湖

熊越えの滝

羅臼VC

0 10km

ウトロ港

（環境省,『知床白書平成20年度知床国立公園年次報告書』）

＜範囲＞
知床国立公園斜里側海域及び周辺海域

＜検討期間＞
平成22年度～24年度

ウトロ海域の利用状況 1

○ウトロ海域検討 重点海域の利用状況
（環境省,『知床白書平成20年度知床国立公園年次報告書』）

ケイマフリ営巣地
（出典：知床海鳥研究会)

定置網位置定置網位置

観光船基本航路

シーカヤック

N
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ウトロ海域の特徴

①流氷によってつくられた景勝地 ②北の海を支える流氷

④多くの動物をはぐくむ生態系
（海鳥・海獣類・海辺でみられる哺乳類）

③様々な利用

観光船

船釣り

シーカヤック

漁業

環境配慮型の観光
（ワイズユーズ）

持続可能な漁業

船 釣 り

観光船 シーカヤック

取り組みのサポート

漁 業

観光客・消費者

研究者

専門的な知識

関係機関

関係機関

取り組みのサポ ト
情報発信・調整
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検討会の年次スケジュール（案）
平成22年度 平成23年度 平成24年度

自然観光資源の価値の向上

ケイマフリ繁殖地の再生
実験

デコイ製作 デコイ設置、誘引
効果モニタリング

誘引効果モニタリ
ング

海鳥の生態調査

・ウトロ～岬の分布

・生息状況、採食状況

生態調査

・本調査

・モニタリング

生態調査

・追加調査

・モニタリング

生態調査

－

・モニタリング

利用機会の拡大

利用動向調査 予備調査（利用者
アンケート）

本格調査（利用者
アンケート）

本格調査（利用者
アンケート）

魅力的な航路開発 － 新航路の検討 新航路の試行魅力的な航路開発 新航路の検討 新航路の試行

各種海域利用者間の調整

漁業、遊漁、シーカヤッ
ク等の状況把握

関係者ヒアリング

課題整理

実態調査 検討・調整

広報普及啓発

海域利用の楽しみ方の
PR

小冊子作成 － 観察会開催等
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